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１．はじめに 

 近年，次世代シークエンサーと呼ばれる一度に大量の DNA の配列を調べる方法・装置が広く利用
されるようになってきた。それに伴い多様な形態を示す植物のゲノム配列の解読も進んでおり，形態

進化がどのようなゲノム配列の変化により生じてきたかを具体的に調べる体制が整ってきた。しかし

ながら，配列をただ眺めているだけでは，大量の配列の中から形態変化に関わるごく一部のゲノム配

列の変化を同定するのは困難である。シロイヌナズナをはじめとするモデル植物において様々な形態

形成に関わる遺伝子とその働きの理解が進み，それらの知見に基づいた植物の形態形成の進化・多様

性の分子遺伝学的研究が行われてきた。これらの研究の多くはモデル植物で知られている遺伝子の相

同遺伝子に注目しその発現や機能を調べる逆遺伝学的研究であった。近年では，逆遺伝学的研究に加

えて，注目する形質に関わる遺伝子を非モデル植物から順遺伝学的に同定し，解析する研究も増えて

きた。本総説では，進化発生を順遺伝学的に研究する意義と，その具体的な手法を紹介したい。 
 

２．進化発生研究における順遺伝学的手法の意義 
 ゲノム配列の変化と形態変化を結びつけるという事は，「どの遺伝子」の「どの配列変化」が形態変

化の直接的な原因であるかを明らかにする，という事である。順遺伝学は，この中から「どの遺伝子」

が形態変化の原因であるかを知るための強力な手法である。 
 はじめに，順遺伝学について簡単に説明したい。順遺伝学（forward genetics）とは人為的，あるいは，
自然に生じた突然変異により引き起こされた形質の原因となる遺伝子を特定する研究である。一般的

には，放射線や薬剤などにより変異誘導した集団の中から注目する形質を持つ個体を選抜し，その原

因遺伝子を同定し，その遺伝子と形質との関係について解析を行う。順遺伝学と対になる研究として，

逆遺伝学（reverse genetics）がある。逆遺伝学は，注目する遺伝子の機能や発現を選択的に欠失する事
で生じる形質を解析し，その遺伝子の機能を明らかにする研究である。順遺伝学と逆遺伝学はともに
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特定の遺伝子と形質との関係を明らかにする研究であるが，研究の初発において形質に注目するのか，

遺伝子に注目するのかという点で異なっている。 
 植物の研究に限らず，従来の進化発生研究では逆遺伝学的手法が多く取られてきた。分子遺伝学的

解析の進んでいるモデル生物において，特定の形質（特定の器官，組織の発生など）を制御する様々

な遺伝子が単離されてきた。その上で，モデル生物と比較して異なる形態の器官・組織をもつ生物に

おいて，その遺伝子の相同遺伝子の発現部位の解析や，RNA干渉（RNAi）や人工マイクロRNA等を
用いた遺伝子発現抑制による器官・組織の発生異常を検証する事により，生物間で異なる形態の器官・

組織と遺伝子の機能との関係性が調べられてきた。このような逆遺伝学による進化発生研究により，

モデル生物で解明された多くの形態進化に関わる遺伝子が明らかにされてきた。しかしながら，モデ

ル生物が持たない形質の進化の研究のように，注目する形質に関わる遺伝子がモデル生物を用いた研

究から明らかにされていない場合も多いため，逆遺伝学による進化発生研究には限界があると考えら

れる。これに対して，順遺伝学ではまず形質に注目した後に原因遺伝子を同定する事から，原理的に

はどのような形質であってもその形質に関わる遺伝子を同定する事が可能となる。このように，順遺

伝学の利点として，分子遺伝学的な知見が乏しい形質の進化研究において，モデル植物だけを用いた

研究では見出す事ができないような遺伝子を同定できる事が挙げられる。 
 また，順遺伝学による進化発生研究は，完全に機能を欠損した変異体が得られる点でも有用である。

順遺伝学で得られる変異体は機能欠損変異体である事が多く，ある植物種Aから得られた機能欠損変
異体に対して別の植物種 Bの相同遺伝子を導入する事で植物種 Aの形質から植物種 Bの形質に転換
させる事ができれば，その遺伝子が「形態進化を引き起こした遺伝子」であるかを明らかにする事が

できる（Nikolov and Tsiantis 2016）。一方で，逆遺伝学的解析で広く用いられているRNA干渉（RNAi）
や人工マイクロ RNA 等による遺伝子発現抑制では，標的とする内生の遺伝子発現を完全に抑制する
事が難しい事に加え，相同遺伝子の発現も抑制してしまう。そのためこれらの遺伝子発現抑制の方法

では，順遺伝学で得られた変異体の場合のような解析を行う事が難しい。ただし，植物種によっては

相同組換えを利用した遺伝子欠損技術が発達しているだけでなく，近年，CRISPR-Cas法やTALEN，
ZFNといった直接的に標的とした遺伝子を変化させるゲノム編集技術の開発等により，逆遺伝学的に
機能が欠損した変異体を得る事が可能になってきている。これらの技術がより安定的に行えるように

なると逆遺伝学による進化発生研究においても「形態進化を引き起こした遺伝子」であるかどうかの

検証が容易に行えるようになるだろう。 
 似た手法として、QTL（Quantitative Trait Locus）解析やGWAS（Genome-Wide Association Studies）解
析といった手法がある。これらの手法は、基本的に同一種内における形質の進化に関わる遺伝子座を

同定する手法である。本稿では、これらの解析では解析が難しいような種間の形態進化等に関わる遺

伝子を同定する事ができる順遺伝学的解析に絞って、研究例と具体的な研究の進め方を紹介したい。 
 

３．順遺伝学的手法の研究例 

 順遺伝学的手法を用いて様々な植物の形態進化を分子遺伝学的に明らかにされてきた幾つかの例を

紹介したい。 
 Couplandらのグループは，多年生植物であるArabis alpinaを用いて，EMSを変異原として多年生で
なく一年生の変異体の単離解析を行い，一年生植物のシロイヌナズナと比較する事で多年生と一年生
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を制御する分子機構を研究している。A. alpina は，栄養成長期に越冬し，春になると花成し生殖成長
を行い，数週間の生殖成長の後に，再び栄養成長期に戻り，翌年の春まで栄養成長を続けるという年

周期を示す。A. alpinaにおいて，生殖成長の後に栄養成長期に戻らずに、生殖成長を続けてるという

一年生植物になってしまった perperual flowering 1 （pep1），pep2変異体の単離・解析が行われた。pep1

変異体の原因遺伝子PEP1は，シロイヌナズナにおいて花成を抑制する事が知られているFLOWERING 

LOCUS C （FLC）遺伝子の相同遺伝子であった（Wang et al. 2009）。FLC遺伝子は，シロイヌナズナに

おいて越冬などの長期の低温によって発現抑制され，その結果，花成が誘導される事が知られている。

A. alpinaのPEP1遺伝子は，シロイヌナズナと同様に長期の低温によって発現抑制されるのに加えて，

その後，通常の温度で生育を続けると PEP1の発現が回復し，それにより数週間の生殖成長の後に栄

養成長期に戻る事が示された（Wang et al. 2009）。一方，pep2変異体の原因遺伝子PEP2は，シロイヌ

ナズナで齢依存的な花成制御，および，花器官形成に関わるAPETALA 2 （AP2）の相同遺伝子であり，

A. alpinaにおいてもシロイヌナズナと同様に若い頂芽や側芽が生殖成長期に移行するのを抑制する事

が示された（Bergonzi et al. 2013）。一年生のシロイヌナズナでは，越冬して一度FLC遺伝子の発現が

減少すると，頂芽や側芽が例依存的に AP2 遺伝子の発現が減少して次々に生殖成長に移行するため，

再び栄養成長に戻る事がない。それに対して，多年生のA. alpinaでは越冬後にPEP1遺伝子の発現が

減少して，ある齢以上の頂芽や側芽が生殖成長に移行するものの，再び PEP1遺伝子の発現が上昇す

るため，PEP2遺伝子を発現する若い側芽が生殖成長に移行せず，でそのまま栄養成長を継続する。こ

うした研究から，A. alpinaは個体として栄養成長と生殖成長を繰り返す事が可能である事が示された。 
 Tsiantisらのグループは，複葉を形成するアブラナ科のミチタネツケバナC. hirsutaを用いて，EMS
を変異原として複葉形成に異常を示す変異体の単離解析を行い，単葉を形成するシロイヌナズナと比

較する事で複葉形成の進化機構の研究を行っている。彼らのグループはこれまでに複葉が単純化する

変異体として，chpin1（Barkoulas et al. 2008），chstm，chbp，chcuc2（Rast-Somssich et al. 2015），sil3

（Kougioumoutzi et al. 2013），rco（Vlad et al. 2014），複葉が複雑化する変異体として，chas1（Hey & Tsiantis 
2006），par（Rast-Somssich et al. 2015）を単離している。これら変異体の原因遺伝子のうち，ChPIN1，

ChSTM，ChBP，ChCUC2，ChAS1，PARは，それぞれシロイヌナズナにおいて葉の鋸歯や小葉形成に

関わるAS1，PIN1，STM，BP，CUC2，AS1，MIR164A遺伝子の相同遺伝子であった。この事から，ミ

チタネツケバナの複葉とシロイヌナズナの鋸歯は共通する分子機構によって形成されている事が遺伝

学的に示された。また，ミチタネツケバナとシロイヌナズナの相同遺伝子の多重変異体の表現型の比

較から制御ネットワークの違いが複葉と鋸歯の違いを生み出している事が示された（Rast-Somssich et 
al. 2015）。rco1変異体の原因遺伝子 RCO1はシロイヌナズナゲノム中に機能的な相同遺伝子がなく，

また，ミチタネツケバナのRCO1遺伝子をシロイヌナズナに形質転換する事で葉の形態の複雑さが上

昇する（Vlad et al. 2014）。アブラナ科におけるRCO1の相同遺伝子の系統解析から，RCO1遺伝子はア

ブラナ科が誕生した初期に生まれ，その後，シロイヌナズナにおいてRCO1相同遺伝子が失われた事

が明らかとなった。さらに，sil3変異体の原因遺伝子はリボソーム合成に関わるRLI2の相同遺伝子で

あった事から，リボソーム合成が複葉形成に関わる事を示唆した（Kougioumoutzi et al. 2013）。 
 DolanらのグループはゼニゴケMarchantia polymorphaを用いて，種子植物が持たない仮根形成の制

御機構について研究を行っている。（Proust et al. 2016）。彼らはT-DNA挿入による変異体を作出し，仮
根を形成しない変異体を単離・解析したところ，bHLH型の転写因子をコードするMpRSL遺伝子にT-
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DNAが挿入していた。彼らのグループは以前MpRSLのシロイヌナズナ相同遺伝子RHD6が根毛形成

を制御する事と，ヒメツリガネゴケ相同遺伝子 PpRSL が仮根の発達に重要である事を示していた

（Menand et al. 2007）。ゼニゴケMpRSLの変異体は，仮根形成不全に加えて，無性芽も形成しない。こ

れらの結果から，種子植物の胞子体が持つ根毛とコケ植物の配偶体がもつ仮根と無性芽は，同じ転写

因子による制御機構から進化してきた事が示された。 
 著者らのグループは，根の放射パターンの進化に興味を持って研究を行っており，特に皮層の層数

が種間で異なる事に注目して研究を行っている。シロイヌナズナとミチタネツケバナCardamine hirsuta

は同じアブラナ科の植物でありながら，それぞれの根の皮層の層数は１層，２層と異なっている。一

般的に，維管束植物の根の皮層と内皮は共通の皮層内皮始原細胞に由来しており，すべての皮層内皮

始原細胞が複数回植物種ごとに決まった回数だけ並層分裂する事で，秩序だった同心円上の細胞の並

びが生み出されている（Wiliums 1947，豊倉ら，未発表）。ミチタネツケバナをEMSにより変異原処理
して得られた，皮層の層数が２層から１層に減少する変異体を用いた解析を行っている（豊倉ら，未

発表）。得られた変異体のうち，皮層と内皮を合わせた細胞層を ground tissueと呼ぶ事から名付けた１
層ずつの皮層と内皮を形成する two ground tissue layer 1（tgr1）変異体は，サイトカイニンの受容体に

変異を持つ事を明らかにした。現在，詳細な解析を進めているところであるが，細胞ごとのサイトカ

イニン応答性が種ごとに進化した事でそれぞれの種が独自の根の放射パターンを持つ様になったと考

えている。 
 

 これら紹介した研究のように，順遺伝学的研究によって明らかになる変異体の原因遺伝子は，モデ

ル植物においてすでに十分に機能が解析されている遺伝子の相同遺伝子である場合や，モデル植物が

機能的相同遺伝子を持たないため全く解析されていない遺伝子である場合など様々なケースがある。

すでに，相同遺伝子の機能の理解が進んでいる場合は，コードするタンパク質の機能や，その遺伝子

の発現制御機構が進化しているか否かを調べる事で，注目する形質の進化を分子レベルで明らかにす

る事ができるであろう。一方で，相同遺伝子がモデル植物に存在しない場合には，植物の系統の中で，

その遺伝子がいつ生まれ，あるいは，消えたのかを明らかにし，注目する形質と比較する事で分子と

形質の進化の関係性を明らかにする事ができるであろう。 
 

 このような，変異体の原因遺伝子の同定を必要としない順遺伝学的解析の例として，吉田らのグル

ープによる寄生植物であるコシオガマPhtheirospermum japonicumを用いた研究を紹介したい。多くの

寄生植物の吸器は吸器毛と呼ばれる構造を持つが，その意義についてはこれまで議論があった。彼ら

はコシオガマにおいて EMSによる変異原処理で吸器毛形成に異常を示す hhd1変異体と hhd2変異体

を単離した（Cui et al. 2016）。これらの変異体の原因遺伝子座は異なるにもかかわらず，どちらの変異
体も根毛形成にも異常を示す事から，吸器毛は根毛形成と共通の分子機構で形成されている事が示唆

された。また，hhd1，hhd2変異体は，宿主としてイネと一緒に培養した時に，形成する吸器数が野生

型よりも減少する事から，吸器毛は吸器形成に重要である事が示された（Cui et al. 2016）。この研究の
ように，同じ表現型を示す複数遺伝子座の変異体を得る事ができれば，原因遺伝子を同定する事なく

モデル植物が持たない形質の機能や分子機構について明らかにする事も可能である。 
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３．順遺伝学的手法の概略 

 順遺伝学の研究は大きく分けて，１）純系，もしくは，近交系の確立（図１A），２）変異体の作出，
３）スクリーニング（図１B），４）原因遺伝子の同定（図１D、E），という 4段階で構成されている。
以下に，それぞれについて，具体的な例を交えて説明したい。 

３－１．純系，もしくは，近交系の確立 

 純系とは全ての遺伝子についてホモな系統（岩波 生物学辞典 第 4版）の事であり，近交系とは
近親交配をくり返す事によって，大多数の遺伝子座でホモ接合体になっている系統（岩波 生物学辞

典 第 4版）の事である。純系・近交系の子孫は遺伝的に均質であるため，少数の遺伝子の突然変異
による効果や環境変化による効果を緻密に解析する事が可能となる。 
 自家和合性を示す植物の場合は，他個体からの花粉と交配しないように自家受粉による世代交代を

くり返し行う事によって純系を確立できる。一般的に，こうした自殖を 8回以上行った系統を純系と
して扱う事が多い。自殖が優先的におこる植物の場合は元々ホモ接合体となっている遺伝子座が多い

と考えられるため，8 世代よりも短い世代数で表現型の固定がおこる事も多い。また，葯培養や花粉
培養により半数体植物を得たのち，コルヒチン処理や自然におこる核倍加により迅速に純系を得る事

も可能である。 
 自家不和合性を示す植物の場合は，人為的に蕾受粉や老化受粉により自家不和合性を回避して自殖

をくり返す事で，純系を作出する事が可能である。しかしながら，自家不和合性を示す植物は有害変

異をヘテロで保有するため，自殖をくり返すと近交弱勢により生育不全を示し純系の確立が困難とな

る場合もある。この場合は，異なる個体間の交配を行い，得られた兄弟個体同士の交配を繰り返す事

により，効率的に有害変異を排除しつつ大多数の遺伝子座をホモ接合体にする事ができる（近交系）。 
 

３－２．変異体の作出 

 無作為に遺伝子の破壊を行う方法（random mutagenesis）としては，X 線，ガンマ線，速中性子線，
重イオンビームなどの放射線照射，エチルメタンスルホン酸（ethyl methanesulfonate, EMS），メチルメ
タンスルホン酸（methyl methanesulfonate, MMS），エチルニトロソ尿素（ethylnitrosourea, ENU）やメチ
ルニトロソ尿素（methylnitrosourea, MNU）などのアルキル化薬剤処理，形質転換による外来遺伝子の
挿入がある。 
 ガンマ線，速中性子線，重イオンビームはゲノムの大きな欠失を引き起こす事ができるため変異体

が効率よく得られる。しかしながら，染色体の転座や逆位などを伴う事も多くその後の遺伝解析が難

しい場合も多い。 
 アルキル化薬剤処理は主に，グアニンの６位の Oのアルキル化により G:C対から A:T対への変異
を引き起こすと考えられている。ただし，グアニンや他の塩基のアルキル化に伴う DNA 修復時のエ
ラーなどによる数塩基の挿入・欠失，G:C対からA:T対以外の変異も生じうる。筆者の経験から，シ
ロイヌナズナに対して 0.3% EMSを一晩処理した場合，数百遺伝子のコード領域にアミノ酸置換を伴
う塩基置換が生じる（図１B）。放射線照射，および，薬剤処理は種子，個体，花粉等に対して行う。 
 外来遺伝子の導入としては，薬剤耐性遺伝子を含む DNA をアグロバクテリウム法やパーティクル
ボンバートメント法により植物に形質転換し，薬剤耐性を指標に組み換え個体を選抜する。アグロバ

クテリウム法の場合はシロイヌナズナの場合平均して１から２遺伝子座に T-DNA が挿入される。遺
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伝子組換え生物として扱う必要がある点が難点であるが，全ゲノム配列が明らかでない場合でも原因

遺伝子の同定に至る事ができる（後述）。また，内在性・外来性のトランスポゾンを活性化させて，遺

伝子破壊を行う方法もある。 
 このように，それぞれの変異体の作出方法には一長一短があり，複数の方法で変異体を作出するの

が理想的である。 
 

 

３－３．スクリーニング 

 スクリーニングでは，無作為な遺伝子に変異を導入した集団から注目する形質が親株と異なる個体・

系統を選び出す（図１B）。例えば，ある器官や組織の形態形成に関わる遺伝子を探索する目的であれ
ば，その器官や組織に異常を示す変異体を選び出す事になる。変異原処理により得られる変異体の多

くは遺伝子の機能欠損を引き起こす変異により形態異常を示す。また，変異原処理した世代（M１個
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体）においては対となる相同染色体のゲノムの片方だけに変異が引き起こされる事から，スクリーニ

ングは一般的に，変異原処理した世代の次の世代（M２個体：変異をホモに持つ個体が生じると考え
られる）で行う。 
 スクリーニングにおいて注意すべき重要な点は，その器官や組織の形態形成に異常を示す変異体と

して，具体的にどのような表現型がありうるのかを事前に考えておき，そのような表現型が確かめら

れるような栽培・観察方法でスクリーニングする事である。そのためには，変異原処理をする前の親

系統を用いて，スクリーニングのための栽培・観察方法の条件検討を行うとよい。例えば，ある植物

において特定の器官の数が温度によって多少する場合，一定の温度で栽培しなければその器官の数の

変異体を単離する事は難しいだろう。ただし，親株においても注目する形質が低い一定の確率で異常

を示すよう場合もあり，そのような形質をスクリーニングする時は変異体候補の次世代個体（M３個
体）を用いて二次スクリーニングを行う必要がある。 
 形態形成に異常を示す変異体の場合は，生育不全などによりM３個体が得られない可能性も十分に
考慮しておく必要がある。このような変異が劣性変異や半優性変異の場合，１つのM1個体に由来す
る M2 世代の種子をそれぞれ別々のバッチに分けて保存しておく。こうする事で，M3 個体が出現す
る同じバッチの別のM2個体から，目的の変異をヘテロで持つ個体が得られると期待される。ヘテロ
個体は次の世代で目的の表現型を示す変異体が得られるかどうかで判断できる。このような変異体は

ヘテロ世代で維持をしていく必要がある。 
 得られた変異体は原因となる遺伝子の変異だけでなく，別の無関係な遺伝子にも変異を持っている

と考えられる。そこで，表現型の詳細な解析のためには親系統と連続的に複数回交配を行う必要があ

る。理論上は１回の親系統との交配により表現型と無関係な変異の半分を除く事ができる。10回親系
統との交配を行えば原因遺伝子と連鎖している変異以外は0.1%程度にまで減らす事ができるが，シロ
イヌナズナの研究の場合，親系統との交配を２，3 回だけ行ったものを表現型解析に用いている場合
も多い。 
 

３－４．原因遺伝子の同定 

 原因遺伝子の同定法は，変異原の種類によって大きく 2つある。1つは，T-DNAやトランスポゾン
の挿入による変異の場合（図１E）で，TAIL-PCR法やインバース PCR法を用いて挿入配列に隣接す
るゲノム配列を同定する事によりどの遺伝子が破壊されているのかを調べる方法である。利点として，

ゲノム配列が明らかとなっていない種であっても，外来遺伝子の挿入領域周辺のゲノム配列だけを解

析する事で原因となる遺伝子を迅速に同定する事ができる。 
 一方，EMS等の薬剤処理による変異導入の場合，ゲノム上の多型マーカーの中から表現型と連鎖す
る多型マーカーを探索し，その近傍のゲノム領域の配列を野生型と変異体との間で比較する事で原因

遺伝子の同定を行う必要がある。ゲノム上の多型マーカーとしては，変異体の親株系統とは異なる系

統との間にみられるゲノム配列の多型を PCR や制限酵素処理によって見分けるマーカーを用いる事
が一般的である。しかしながら，この方法には，対象とする生物の全ゲノム配列の解読や，組換えを

利用した遺伝地図の整備が必要であり，どのような植物の場合でもすぐに可能というわけではない。

近年，次世代シークエンサーによりゲノムシークエンスが比較的安価・容易に行う事ができるように

なってきた。全ゲノムの配列を完全に決定するのはまだ難しい点が多いが，次世代シークエンサーに
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より得られた断片的なゲノム配列を野生型と変異体との間で比較する事によって塩基置換などの突然

変異を同定する事が可能である（Nordstrom et al. 2013）。また，最近では年々，次世代シークエンサー
の 1リードあたりの解読可能な配列長も長くなっており，野生型のゲノムシークエンスのデータから
簡単なゲノムアセンブリを行い，それに対して変異体のゲノムシークエンスのデータをマッピングし

て変異を同定する事もできる。今やこれらの解析は一般的なデスクトップコンピューターを用いて数

日で完了する。これらの技術革新により EMS 等の薬剤処理による変異導入であっても迅速に原因遺
伝子の同定を行う事ができるようになってきたと言える。 
 どのような方法で変異を同定した場合であっても，その変異が注目する表現型をもたらしているか

否かを調べる事が必要となる。変異体と親株とを交配して得られた F2 世代において表現型と変異の
遺伝的連鎖を調べる事で，それを明らかにできる。例えば，変異を持つのにもかかわらず表現型を示

さない個体が出た場合は，その変異は注目する表現型の原因遺伝子ではないと考える。また，原因遺

伝子の同定に取り掛かる前に変異体を親株と複数回交配する事で連鎖しない変異を取り除き，注目す

る表現型と連鎖する変異だけにするのも有効である。さらに，類似の表現型を示す劣勢変異体が複数

系統得られた場合，それらを相互に交配して得られる次世代個体（F1個体）の表現型解析も重要であ
る。もしも，F1個体が両親の変異体と同じ表現型を示す場合，同一の遺伝子の変異によりその表現型
を示していると考えられる。これらの変異体が同一の遺伝子に異なる変異を持っていれば，注目する

表現型の原因遺伝子としてより確からしさが示される。一方，原因遺伝子を同定する別の方法として

は，形質転換可能な植物の場合，原因遺伝子の候補遺伝子を含む野生型ゲノムを変異体に形質転換す

る方法がある。表現型が野生型に戻れば，注目する表現型の原因遺伝子である事を確かめることがで

きる。原因遺伝子の候補が複数ある場合は，それぞれの遺伝子を含む野生型ゲノムを導入する事で，

どれが原因遺伝子であるかを確定する事ができる。 
 
 ここまで，順遺伝学的手法の概略として 4つの段階を紹介した。この手法によって明らかになるの
は，注目する形質を（何らかの形で）制御する遺伝子である。そのような遺伝子が，どのような性質

を持つタンパク質をコードしているか，どこで発現しているか，種間で保存されているか，といった

疑問について，生化学，分子遺伝学，系統学などの手法と組み合わせて研究を進めていく事で，形態

進化の理解がさらに進むと考えている。 

 
４．おわりに 

 およそ 30年前に，シロイヌナズナをモデル植物とした遺伝学研究が本格的に始まり，これまで根，
茎，葉，花，など多くの種子植物に共通した器官の形態形成の仕組みが分子レベルで明らかにされて

きた。その後、この知見を元にした逆遺伝学的研究によって，自然界に存在する多様な植物の形態形

成機構の理解が進んできた。そして最近では，逆遺伝学的研究に加えて順遺伝学的研究を行う事で，

モデル植物では得られない新しい知見が次々と明らかにされ始めてきた。形態形成に限らず，植物が

示す様々な生理応答も植物種によって多様に進化している。今後，多様な植物の発生や生理応答の進

化を分子レベルで明らかにしていく研究が，順遺伝学的手法を取り入れる事でモデル植物の研究から

は想像もできなかったような新しい発見へとつながっていく事を期待している。 
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B. Ɋ£ĊǄƸƂı-õ'�éĒ.ǌÝŁ 
Katayama et al. 2010;=ŘüĹȳȶ Copyright  
American Society of Plant Biologists: www.plantcell.org 
 

6a. <M�$!�#'*�SNM�IX^Katayama et al. 2011��C7?WY_ 
A. Terniopsis brevis .ĔƻʁĤʂ* .Ƅıîʁ�āʂ�ǽǄƻʁÚʂ-��(ǽɱǟɍ-ĵŅ�ĽʁOCʉȰ
ȇʂ* L1Ġ�ʃõɍɴô-ɭƉ�ĽʁQCʉƔȇʂ�ĈÑ�>� 

B. Zeylanidium lichenoides.ĔƻʁĤʂ* .Ƅıîʁ�āʂ�ǽǄƻʁÚʂ-��(ǽɱǟɴô) OC/ĈÑ
�>� L1Ġ�ĈÑ��c�vƳ.Ȋɱ¹ȕǪǴ�ĵŅ�?,��5"ʃõɍɴô)ÑŽĠ�»ů-¹ȕ�
(�5
"7ʃQC�ĈÑ�,�� 
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Katayama et al. 2010;=ŘüĹȳȶ Copyright American 
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� ࣥ࢕࣮࢘ࢲ⪅㸪㐍໬⏕≀Ꮫࡣᙧែ㐍໬ࡢ≀⏕㸽࠿ࡢ࡞ከᵝࡶ࡟࡞ࢇࡇࡣᙧࡢ≀⏕࡚ࡋ࠺࡝

ࡿࡍ㏆ᖺ㸪඲⏕≀࡛ඹ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢㄢ㢟࡞㔜኱ࡿࡅ࠾࡟Ꮫศ㔝≀⏕ࡽ࠿᫬௦ࡢ DNA ศᏊ

ไࢆ⏕㸪Ⓨࡣศ㔝ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡧᾎࢆ┠ὀࡀ㐍໬Ⓨ⏕Ꮫࡿࡍゎ⌮ࢆᙧែ㐍໬ࡢ≀⏕࡚ࡋ㏻ࢆ

ᚚࡿࡍศᏊ࣓ࢆ࣒ࢬࢽ࢝✀㛫࡛ẚ㍑ゎᯒ࡛࡜ࡇࡿࡍ㸪࡟࠺ࡼࡢ࡝ከᵝ࡞ᙧែࡀ㐍໬ࡓࡁ࡚ࡋ

≀⏕࠸ᖜᗈࡎࢃၥࢆ≀㸪ື᳜࡟࡛ࡲᅾ⌧ࠋࡿࡍ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ࡛᫂ࣝ࣋ศᏊࣞ࠿ࡢ

✀࡛㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗ◊✲ࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ࡀ㸪ከ࡛ࢫ࣮ࢣࡢࡃ᪂つ㑇ఏᏊࡢ⋓ᚓࡶࡾࡼ㑇ఏᏊⓎ⌧

 㸦Blein et al. 2008, Kimuraࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉ࡃࡁ኱࡟ᙧែ㐍໬ࡀኚ໬ࡢ

et al. 2008, Rebeiz et al. 2009, Loehlin and Werren 2012㸧ࡵࡓࡢࡑࠋ㸪Ⓨ⏕ࡿྖࢆ㑇ఏᏊไᚚࢵࢿ

 㸦Peter andࡿ࠸࡚ࢀࡉᥦ᱌࡜ࡿ࠶㥑ືຊ࡛ࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆᙧែ㐍໬ࡀ࠼᥮ࡂ࡞ࡘࡢࢡ࣮࣡ࢺ

Davidson 2011㸧ࠋ 

� 㐍໬ࡢ㐣⛬࡚࠸࠾࡟⿕Ꮚ᳜≀ࡣ㸪⎔ቃࡢኚ໬࡟㐺ᛂ࡟ࡵࡓࡿࡍⴥࡢᙧࢆከᵝ໬ࠋࡓࡁ࡚ࡏࡉ

ࡽ࠿༢ⴥࡶ㏆⦕✀㛫࡛࠺࠸࡜㸪ྠᒓෆࡣ࡚࠸࠾࡟ᒓ㸦Pelargonium㸧࢖࢜࢔ࢡࢪࣥࢸࡤ࠼࡜ࡓ

」ⴥ࡛ࡲከᵝᛶ࡟ᐩࡔࢇⴥࡢᙧែࢆほᐹࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㸦Nicotra et al. 2011㸧ࡓࡲࠋ῱ὶἢ

ࡢᒓࢩࣛ࢞ࢾ࢖㸪ࡾ࠾࡚ࡋ㐺ᛂ࡟ቃ⎔࡚ࡏࡉ⏕Ⓨࢆⴥ࠸⣽ࡣ≀᳜࠸ Rorippa aquatica ಶ୍ྠࡣ

య࡛ࡶ⎔ቃ࡟ᛂ࡚ࡌⴥࡢᙧࢆኚ໬ࡿࡏࡉ㸦Fassett 1940, van Steenis 1981㸧࡟࠺ࡼࡢࡇࠋⴥࡀ♧

࡜㇟ᑐ✲◊࠸Ⰻ࡛ୖࡿࡍゎ⌮ࢆ࣒ࢬࢽ࢝ไᚚ࣓ࡿ࠼ᨭࢆᙧែ㐍໬ࡢ≀㸪᳜ࡣከᵝᛶࡢᙧែࡍ

✲◊㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗࡢ㸪ⴥࡣᮏ⥲ㄝ࡛࡛ࡇࡑࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ✲◊࡟ࢇ࠿ࡉ࡟࡛ࡲ㸪⌧ᅾࡵࡓࡿ࡞

ࣟࣉ࢔࡞ẚ㍑ᙧែᏛⓗࡢ࡛ࣝ࣋ศᏊࣞࠋࡿࡌㄽ࡚࠸࠾࡟ᙧែ㐍໬ࡢ≀㸪᳜࡛࡜ࡇࡿࡍᴫほࢆ

⾜ࡀࡽ⪅㸪ⴭ࡚ࡋ▔ಠࢆ✲◊ศᏊ㑇ఏᏛⓗࡓࡋ࡜㇟ᑐࢆ≀᳜ࣝࢹࣔࡢᩘ「㸪ࡾࡲጞࡽ࠿ࢳ࣮

㐍໬Ⓨࡢⴥ࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࡍ௓⤂ࢆ✲◊㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗࡓࡋ⏝άࢆ⾡ᢏࢫࣥࢣ࣮ࢩḟୡ௦ࡓࡗ

⏕Ꮫ୍࠺࠸࡜◊✲ศ㔝ࡢṔྐࢆ᣺ࡾ㏉࡛࡜ࡇࡿ㸪᳜≀ࡢ㐍໬ࢆ⌮ゎࡢ✲◊ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ௒ᚋ

 ࠋ࠸ࡓࡋ㆟ㄽ࡚࠸ࡘ࡟᪉ྥᛶࡢ
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� ࠾࡚ࢀࡽᵓ㐀࡛ᙧసࡋ㏉ࡾ⧞ࡢᇶᮏ༢఩ࡿࢀࡤ࿧࡜࣮࣐ࢺ࢖࢓ࣇ㸪ࡣࣥࣛࣉ࢕ࢸ࣎ࡢ≀᳜

࡟ᙧែⓗࡶ᭱ࡀⴥࡶ୰࡛ࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉⱆ࡛ᵓᡂ⭆ࡢ㛫ࡢࡑⴥ㸪ⱼ㸪ࡣ࣮࣐ࢺ࢖࢓ࣇ㸪ࡾ

ከᵝ໬ࡾ࠾࡚ࡋ㸪ⰼჾᐁࡶⴥࡽ࠿ὴ⏕࡜ࡿ࠼⪄ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ㸪ⴥࡢⓎ⏕ࡿࡍ✲◊ࢆ

 ࠋ㸦Tsukaya 2002㸧ࡿࡀ࡞ࡘ࡟ゎ⌮ࡢከᵝᛶࡢᙧែࡢ≀᳜ࡿࢀࡽࡳ࡛⏺↛⮬㸪ࡣ࡜ࡇ

� ௚ࡢከྠ࡜✲◊ࡿࡅ࠾࡟㇟⌧≀⏕ࡢࡃᵝ࡟㸪ⴥࡢⓎ⏕࡟㛵㐃ࡢ≀᳜ࣝࢹࣔࡶ✲◊ࡿࡍኚ␗

యࡽ࠿ከࡢࡃ㑇ఏᏛⓗ࡞▱ぢࡀᚓࡓࢀࡽ㸦ᅗ 1㸧ࢫࣛࢡࠋ I KNOTTED-LIKE HOMEOBOX㸦௨

㝆ࡣ KNOX 㸪ࡾ࠾࡚ࡋᣢ⥔ࢆ㝈ᡂ㛗ᛶ↓ࡢⱼ㡬ศ⿣⤌⧊㸦SAM㸧ࡣ㸧㑇ఏᏊࡍ␎࡜

BLADE-ON-PETIOLE㸦BOP㸧㑇ఏᏊ࡚ࡗࡼ࡟ࢀࡑ࡜┤᥋ไᚚࡿࢀࡉ ASYMMETRIC LEAVES2

㸦AS2㸧ཬࡢࡑࡧ┦஫స⏝ᅉᏊ AS1 ࡣ KNOX 㑇ఏᏊࢆᢚไࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ㸪SAM ⩌୍ࡢࡽ࠿

 ,㸦Semiarti et al. 2001, Byrne et al. 2002, Iwakawa et al. 2002ࡿࡅ㐠࿨௜࡚ࡋ࡜⬊⣽ࡢⴥࢆ⬊⣽ࡢ

Ha et al. 2003, Lin et al. 2003, Xu et al. 2003, Ha et al. 2004, Hepworth et al. 2005, Norberg et al. 

2005, Zgurski et al. 2005, Fu et al. 2007, Ha et al. 2007, Iwakawa et al. 2007, Ueno et al. 2007, Guo et 

al. 2008, Ha et al. 2010, Jun et al. 2010, Ichihashi et al. 2011㸧ࠋຍ࡚࠼㸪ࡢࡇ BOP ࡧࡼ࠾ AS1/2 㑇

ఏᏊࡣⴥ୕ࡢḟඖ඲࡚ࡢ㍈㸪ࡕࢃ࡞ࡍඛ➃íᇶ㒊㍈,୰ኸíഃ᪉㍈㸪ྥ⫼㍈ࡢᙧᡂࡶ࡟㛵୚࡚ࡋ

 ,㸦Semiarti et al. 2001, Ha et al. 2003, Lin et al. 2003, Xu et al. 2003, Fu et al. 2007, Ha et al. 2007ࡿ࠸

Ikezaki et al. 2010, Ichihashi et al. 2011, Kojima et al. 2011, Ishibashi et al. 2012, Chen et al. 2013㸧ࠋ

ྥ⫼㍈ࡢᙧᡂ࡟㛵ࡣ࡚ࡋ㸪௚ࡶ࡟ከࡢࡃᅉᏊࡀ᫂ࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡟࠿ࡽ㸪ྥ㍈ᙧᡂ࡟㛵୚ࡿࡍ㑇

ఏᏊ࡜⫼㍈ᙧᡂ࡟㛵୚ࡿࡍ㑇ఏᏊ࡚ࡋྜ➇ࡀ࡜ไᚚ࡛࡜ࡇ࠺ྜࡋⴥࡢᖹ㠃ᡂ㛗ࡀ⥔ᣢ࡚ࢀࡉ

㸪microRNA JAWࡣ᭷㝈ᡂ㛗ᛶࡍ♧ࡀⴥࠋ㸦Fukushima and Hasebe 2014㸧ࡿ࠸ ࢀࡉไᚚࡾࡼ࡟

ࢫࣛࢡࡿ࠸࡚ II TEOSINTE BRANCHED1/CYCLOIDEA/PCF㸦TCP㸧㑇ఏᏊࡀⴥࡢᡂ⇍ࣗࢪࢣࢫ

 .㸦Nath et al. 2003, Palatnik et al. 2003, Efroni et alࡿ࠸࡚ࢀࡉไᚚ࡛࡜ࡇࡿࡍᢚไࢆ⾜㐍ࡢ࣮ࣝ

2008㸧ࡢࡇࠋ TCP 㑇ఏᏊࡢୗὶ࡚࠸࠾࡟㸪microRNA164 ࡀ CUP-SHAPED COTYLEDON㸦CUC㸧

㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ሙᡤࢆᚤㄪᩚࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ㸪

ⴥࡢ࿘⦕㒊ࡢᙧࡶไᚚࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸦Nikovics et 

al. 2006, Koyama et al. 2007, Kawamura et al. 

2010, Koyama et al. 2010㸧ࠋຍ࡚࠼CUC࡜KNOX

ࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡢṇࡿࡏࡉ᪼ୖࢆ⌧Ⓨ࡟஫┦ࡣ

࠼⪄࡜ࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆᙧែᙧᡂࡾࡼ࡟ࣉ࣮ࣝࢡ

 ,㸦Takada et al. 2001, Blein et al. 2008ࡿ࠸࡚࠼ࡽ

Kawamura et al. 2010㸧࡟࠺ࡼࡢࡇࠋ㸪ࡢࡽࢀࡇ

ไᚚᅉᏊࡀⴥࡢⓎ⏕ࢆ⢭ᐦࡋ࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ࡟㸪

㐍໬ࡢ㐣⛬࡛ࡢࡽࢀࡇᅉᏊࡢไᚚࡀኚ໬ࡿࡍ

⪄࡜ࡿࡍኚ໬࡟ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࡣᙧែࡢ㸪ⴥ࡜

�㑇ఏᏊ࡞୺せࡿࡍ㛵୚࡟⏕Ⓨࡢᅗ㸯�ⴥ ࠋࡿࢀࡽ࠼
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� ୖグ࡞࠺ࡼࡓࡋከᵝ࡞ⴥࡢᙧࡍ♧ࢆኚ␗యࡾࡼ࡟✲◊ࡢ㸪⮬↛⏺࡛ほᐹ࡛ࡿࡁⴥࡢከᵝᛶ

ࡿࡏࡉኚ໬࡟๻ⓗࢆᙧែࡢ㸪ⴥࡶ୰࡛ࡢࡑࠋࡓࡅ㛤ࡀཱྀ◚✺ࡿࡍゎ⌮࡛ࣝ࣋㑇ఏᏊࣞࢆ KNOX

㑇ఏᏊࠋࡓࢀࡉ┠╔ࡎࡲࡀᵝ࡞ࠎⴥࡢᙧ࡚࠸ࡘ࡟⩌≀᳜ࡍ♧ࢆⴥཎᇶࡿࡅ࠾࡟ KNOX 㑇ఏᏊ

㸪KNOXࢀࡉẚ㍑ࡀ⌧Ⓨࡢ 㑇ఏᏊⓎ⌧࡜ⴥཎᇶࡢᙧែ࡟┦㛵ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ᫂ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ

㸦Bharathan et al. 2002㸧୍ࠋ᪉࡛㸪」㞧࡞ⴥཎᇶ࡛᭱ࡶ࡚ࡗ࠶⤊ⓗ࡟༢ⴥࢆⓎ㐩࠶ࡶ✀ࡿࡏࡉ

ࢆ⌧㑇ఏᏊⓎࡿࡅ࠾࡟⏕ᮇⓎึࡢⴥࡃ࡞࡛ࡅࡔᙧែ⤊᭱ࡢ㸦Bharathan et al. 2002㸧㸪ⴥࡵࡓࡿ

㋃ࡤࢀࡅ࡞࠼ࡲ㸪┿ࡢ┦ྠᛶࡀ᫂࠸࡞ࡽ࡞࡟࠿ࡽ㸦ᅗ 2㸧ࢆࢀࡇࠋᶵ࡟㸪ẚ㍑ᙧែᏛⓗࣉ࢔࡞

㸪ࢀࢃ⾜࡟ࢇ࠿ࡉࡀ✲◊㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗࡓ࠼ຍࢆ᪂ᶵ㍈࠺࠸࡜ࡿࡍẚ㍑ࢆ⌧㑇ఏᏊⓎ࡟ࢳ࣮ࣟ

ᙧែ㐍໬ࡿࡅ࠾࡟┦ྠᛶࡃ῝ࢆ⌮ゎ࡛ࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ 

� ༢ⴥ࡜」ⴥ� Ѹ� ࡟ⴥ「࡜༢ⴥࡣⴥࡢ≀᳜

኱ูࢀࡉ㸪༢ⴥ࡜」ⴥࡿࡅ࠾࡟ჾᐁࡢ┦ྠᛶ

ⴥ඲య「ࡕࢃ࡞ࡍࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ㛫㆟ㄽ࠸㛗ࡣ

ࡢࠎಶࡿࡍᵓᡂࢆ㸪」ⴥ࠿ࡢ࡞ྠ┦࡜༢ⴥࡀ

ᑠⴥࡀ༢ⴥ࠿ࡢ࡞ྠ┦࡜㸪ᙧែࡢࡳࡢẚ㍑࠿

 㸦Champagne andࡓࡗ࠿࡞࡛࠿ࡽ᫂ࡣ࡛ࡅࡔࡽ

Sinha 2004㸧ࡢࢺ࣐ࢺࠋ」ⴥ୍ࡓ࠸⏝ࢆ㐃ࡢⓎ

⏕Ꮫⓗゎᯒࡽ࠿㸪༢ⴥᙧᡂ࡟㔜せ࡞ KNOX 㑇

ఏᏊࡢไᚚ㸪᳜ 㸪CUCࣥࢩ࣮࢟࢜ࡢࣥࣔࣝ࣍≀

㑇ఏᏊࡢ࡝࡞㌿෗ᅉᏊࡢไᚚࡀ」ⴥࡢᑠⴥᙧ

ᡂࡶ࡟㔜せ࡛ࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶㸦Ori et al. 

2007, Berger et al. 2009, David-Schwartz et al. 

2009, Koenig et al. 2009㸧ࡢࡽࢀࡇࠋ▱ぢ࡜ࡶࢆ

㸪ୖ࡜ࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟ᛶྠ┦ࡢ༢ⴥ࡜ⴥ「࡟

グࡢ 2 㸪ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡍ཯┦ࡣ௬ㄝࡢࡘ

KNOX ࡸ CUC ᙧែࡢ≀᳜ࡣไᚚᅉᏊࡢ࡝࡞

࣮ࣥࢱࣃࡢࢀ࠿ᯞศࠕࡿ࡞࡜㦵᱁ࡢ࣮ࣥࢱࣃ

ᙧᡂ 㸪㐍໬ࡾ࠾࡚ࡋไᚚ࡚࠸࠾࡟✀ඛ♽ࠖࢆ

ࣟࣉ⏕Ⓨࡢⴥࡀไᚚ⣔ࡢࡇ࡚࠸࠾࡟⛬㐣ࡢ

ࡀⴥ「ࡽ࠿㸪༢ⴥࡵࡓࡓࢀࡉ⏝෌฼࡟࣒ࣛࢢ

㐍໬ࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡋ㸦Koenig and Sinha 2010㸧ࠋ 

� ୧㠃ⴥ࡜༢㠃ⴥ� Ѹ� ⴥࡣ㏻ᖖ㸪⾲ഃ࡜⿬ഃࡢᛶ㉁ࡘࡶࢆᖹ࠸ࡓᙧࠕࡿ࡞࡟୧㠃ⴥ࡛ࠖࡿ࠶

࢖ࠋࡿࡃࡘࢆ༢㠃ⴥࠖࠕ࠸࡞ࡓᣢ࠿ࡋᛶ㉁ࡢ㸪⿬ഃࡣ≀᳜ࡢ㒊୍ࡓࡗ࠸࡜ࢠࢿࡸ࣓ࣖ࢔㸪ࡀ

ࡿࡵỴࢆᛶ㉁ࡢ⿬ഃࡢⴥࡣ㸪༢㠃ⴥ࡛ࡾࡼ࡟ẚ㍑㑇ఏᏊⓎ⌧ゎᯒࡓ࠸⏝ࢆᒓ㸦Juncus㸧ࢧࢢ

AUXIN RESPONSE FACTOR3/ETTIN 㑇ఏᏊࡀⴥཎᇶ඲య࡛ാ࡛࡜ࡇࡃ㸪⿬ഃࡢᛶ㉁࠿ࡋᣢ࡞ࡓ

ᅗ㸰�ᡂ⇍ⴥ࡜ⴥཎᇶࡢ㐪࠸�

ⴥึࡢᮇⓎ⏕࡜㑇ఏᏊⓎ⌧ࢆㄪࡢ┿࡛࡜ࡇࡿ࡭

┦ྠᛶࢆ⌮ゎ࡛ࠋࡿࡁKNOX ࢆ㑇ఏᏊⓎ⌧㒊఩ࡢ

㉥࡛♧ࠋࡍ�
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ࡃࡘࢆⴥࡢᙧ࠸ࡓᖹࡶ᪉࡛༢㠃ⴥ୍࡛ࠋ㸦Yamaguchi et al. 2010㸧ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࡞ࡃ

࡜୧㠃ⴥࡀ᪉ྥࡿࡍᒎ㛤ࡀⴥ࡚ࡋᑐ࡟㸦ⱼ㡬✀ࡿ 90 ᗘ㐪࠺㸧ࡀᏑᅾࡾ࠾࡚ࡋ㸪DROOPING 

LEAF 㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ኚ໬ྥࡀ⫼㍈᪉ྥ࡟ἢࡓࡗ⣽⬊ቑṪಁࢆ㐍࡛࡜ࡇࡿࡍᖹ࠸ࡓᵓ㐀ࡃࡘࢆ

࣓ࡿ࡞␗ࡃ㸪඲ࡃ࡞ࡣ࡛ྠ┦༢㠃ⴥ࡛࡜୧㠃ⴥࡣᙧែ࠺࠸࡜ࡉࡓᖹࡢ㸪ⴥࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ

 ࠋ㸦Yamaguchi et al. 2010㸧ࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽࡃࡘ࡛࣒ࢬࢽ࢝

� ⴥ࡜௬ⴥᯞ� Ѹ� ௬ⴥᯞࡣ࡜Ⓨ⏕ࡿࡍ఩⨨ࡽ࠿ᯞ࡟┦ᙜࡀࡿࡍ㸪ⴥ࡞࠺ࡼࡢᙧែࡍ♧ࢆჾᐁ

㸪ࡾࡼ࡟㑇ఏᏊⓎ⌧ゎᯒ࡞ヲ⣽ࡿࡅ࠾࡟௬ⴥᯞᙧᡂࡢᒓ㸦Asparagus㸧ࢫ࢞ࣛࣃࢫ࢔ࠋࡿ࠶࡛

௬ⴥᯞ࡛ࡣᯞ࡛ᶵ⬟ࡿࡍ KNOX 㑇ఏᏊ࡜㸪ⴥ࡛ᶵ⬟ࡿࡍ AS1 㑇ఏᏊࡢ୧᪉ࡀⓎ⌧ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

ࡓࢀࡽ㸪௬ⴥᯞ࡛ぢ࡚࠼ຍࠋ㸦Nakayama et al. 2012㸧ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ AS1 ࣃ⌧㑇ఏᏊⓎࡢ

ᛶ㉁ࡢⴥ࡟ᯞࡣ㸪௬ⴥᯞࡽ࠿࡜ࡇࡿ࠸ఝ࡚ࡃࡼ࡟㠀ᖖ࡜࣮ࣥࢱࣃࡿࢀࡉ㸪ⴥ࡛ほᐹࡣ࣮ࣥࢱ

 ࠋ㸦Nakayama et al. 2012㸧ࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ჾᐁ࡛ࡓࡌ⏕࡚ࢀࡉ௜ຍࡀ

� ୖグ࡛♧࡟࠺ࡼࡓࡋ㸪ึᮇⓎ⏕࡜㑇ఏᏊⓎ⌧ࢆヲ⣽࡟ㄪ࡛࡜ࡇࡿ࡭ჾᐁࡢ┦ྠᛶࡢࡑ࡜ศ

Ꮚ࣓ࡀ➃୍ࡢ࣒ࢬࢽ୍࢝᫂ࠋࡿ࡞࡟࠿ࡽ᪉࡛㸪ᙧែ㐍໬࡟┦㛵ࡓࡋⓎ⌧ࡍ♧ࢆ㑇ఏᏊࡀᐇ㝿

ࡅㄽ௜⤖ࡣ࡛ࡽ࠿ࡳࡢⓎ⌧ゎᯒࢆ࠿ࡢ࡞ᯝ⤖࠿ࡢ࡞ཎᅉࡕࢃ࡞ࡍ㸪࠿ࡓࡋ⫣㈉࡟ᙧែ㐍໬࡟

ࡓࡿࡍゎ⌮࡛ࣝ࣋㑇ఏᏊࣞࢆ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡿ࠶࡟ᬒ⫼ࡢᙧែ㐍໬ࡵࡓࡢࡑࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿ

 ࠋࡿ࡞࡟ᚲせࡀᐇドࡿࡼ࡟సᐇ㦂᧯ࡢ㑇ఏᏊࡓ࠸⏝ࢆ࡝࡞㸪ᙧ㉁㌿᥮ࡣ࡟ࡵ

 

���㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ゎᯒࡿࡼ࡟ⴥࡢᙧែ㐍໬ࡢᐇド◊✲�

� 㸪㑇ఏᏊ᧯సࡾࡀᗈࡀ㇟ᑐ✲◊࡜࡬✀≀᳜࡞ከᵝࡀᙧែࡢ㏆⦕࡛㸪ⴥ࡜≀᳜ࣝࢹ࡛ࣔࡇࡑ

࡛⦖㏆࡜ࢼࢬࢼࢾ࢖ࣟࢩ≀᳜ࣝࢹࣔ࡟≉ ࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜ࡀศᏊ㑇ఏᏛⓗゎᯒࡿࡼ࡟

」ⴥࢆᣢࡸࢼࣂࢣࢶࢿࢱࢳ࣑ࡘ㸪◊✲ࣜࡀࢫ࣮ࢯ඘ᐇ࡜ࢺ࣐ࢺࡓࡋ㏆⦕✀ࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡟◊✲

㸦ᅗࡓࡋࡽࡓࡶࢆぢ▱ࡢࡃከ࡚ࡋ⾜ඛࡀ 3㸧ࠋ๓㏙ࡓࡋ KNOX 㑇ఏᏊࢆࢀࡑࡧࡼ࠾ไᚚࡿࡍ

AS1 㑇ఏᏊࡢไᚚ࣓ࡢࢼࢬࢼࢾ࢖ࣟࢩ࡜ࢼࣂࢣࢶࢿࢱࢳ࣑ࡀ࣒ࢬࢽ࢝㛫࡛ẚ㍑ゎᯒࠋࡓࢀࡉ

ᅗ㸱�ࣔࡢࡑ࡜≀᳜ࣝࢹ㏆⦕✀ࡢᡂ⇍ⴥ�

㸦S. lycopersicum㸧ࢺ࣐ࢺ㸦C. hirsuta㸧㸪ࢼࣂࢣࢶࢿࢱࢳ࣑࡞⦖㏆࡜㸦A. thaliana㸧ࢼࢬࢼࢾ࢖ࣟࢩ

࡞⦖㏆࡜ S. pennellii ࡜ S. habrochaites �ࠋࡍ♧ࢆᙧࡢⴥ࡞ከᵝࡣ
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ᯝ㸪AS1⤖ࡢࡑ 㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ࡣಖᏑࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀࡉ KNOX 㑇ఏᏊୖࡢὶࡿ࠶࡟ไᚚ㓄ิࡢ

㐪ࡾࡼ࡟࠸ AS1-KNOX ไᚚ⣔ࡀ 2 ✀㛫࡛␗ࡾ࡞ⴥࡢᙧែࡢ㐪ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡌ⏕ࡀ࠸᫂࡟࠿ࡽ

୍ࡢከᵝᛶࡢᙧែࡢⴥࡿࢀࡽࡳᒓෆ࡛ࢼࢬࢼࢾ࢖ࣟࢩ࡚࠼ຍࠋ㸦Hay and Tsiantis 2006㸧ࡓࡗ࡞

㒊ࡶ KNOX 㑇ఏᏊୖࡢὶࡿ࠶࡟ไᚚࡢኚ໬࡛ㄝ࡛᫂ࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࡁ㸦Piazza et al. 2010㸧ࠋ 

� ୍᪉࡛㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ไᚚ⣔ࡢ㐪ࡃ࡞࡛ࡅࡔ࠸㸪ࢡࣃࣥࢱ㉁ࣞࡢ࡛ࣝ࣋ไᚚ⣔ࡢ㐪ࡀ࠸✀㛫

✀⦖㏆࡜ࢺ࣐ࢺࡀࢫ࣮ࢣࡍฟࡳ⏕ࢆ࠸㐪ࡢⴥࡢ Solanum galapagense ࡗ࡞࡟࠿ࡽゎᯒ࡛᫂ࡢ࡜

KNOXࠋࡓ ࡣ㉁ࢡࣃࣥࢱ BEL-LIKE HOMEODOMAIN ࡍ⬟ᶵ࡚ࡋᙧᡂࢆయྜ「࡜㉁ࢡࣃࣥࢱ

࠸࡞ࡓᣢࢆࣥ࢖࣓ࢻ࣓࢜࣍㸪ࡀࡿ KNOX ㉁ࢡࣃࣥࢱ PETROSELINUM 㸦PTS㸧 / KANTM ࡣ

S. galapagenseࠋ㸦Kimura et al. 2008, Magnani and Hake 2008㸧ࡿࡍ㜼ᐖࢆయᙧᡂྜ「ࡢࡑ ࡣ࡛

PTS ࡵࡓࡢࡑ㸪ࡕᣢࢆ␗㑇ఏⓗኚࡿ࡞࡜㐣๫ࡀ⌧Ⓨࡢ KNOX ࡜ BELL 」ྜయᙧᡂࡀ㜼ᐖࢀࡉ

ୗὶࡢไᚚࡀኚ໬࡛࡜ࡇࡿࡍ㸪ⴥࡢᙧែࡀ」㞧໬ࡀ࡜ࡇࡓࡋ᫂ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ㸦Kimura et al. 

2008㸧ࠋ 

� ࡓࡲ CUC 㑇ఏᏊࡣᵝࡿࡅ࠾࡟✀≀᳜࡞ࠎⴥࡢᙧែ࡚࠸࠾࡟ಖᏑࡓࢀࡉᶵ⬟ࢆᣢࡀ࡜ࡇࡘ

ᙧ㉁㌿᥮ᐇ㦂࡛᫂ࡾ࠾࡚ࢀࡉ࠿ࡽ㸪㑇ఏᏊ᧯సᐇ㦂᳜ࣝࢹࣔࡾࡼ࡟≀࡛᫂ࡓ࠸࡚ࢀࡉ࡟࠿ࡽ

ⴥࡢᙧែࡢไᚚᅉᏊ࡚࠸ࡘ࡟㐍໬ⓗࡢ࡛࣮ࣝࢣࢫᶵ⬟ࡀ᫂ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ㸦Blein et al. 2008㸧ࠋ

ຍ࡚࠼㸪㏆⦕✀ࡢ㡰㑇ఏᏛⓗࡾࡼ࡟ࢳ࣮ࣟࣉ࢔㸪ࣔࡣ࡛≀᳜ࣝࢹḞኻࡓࡋ㑇ఏᏊࡀᙧែ㐍໬

 ࠋ㸦Sicard et al. 2014, Vlad et al. 2014㸧ࡓࢀࡉ♧ࡶ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㛵୚࡬

� ௨ୖ࡟࠺ࡼࡢ㸪ⴥࡢᙧែ㐍໬࡟㈉⊩ࡓࡋ㑇ఏᏊࡣ࡟ࡽࡉ✀㛫ࡢᙧែⓗ┦㐪ࢆㄝ᫂ࡿࡍ㑇ఏ

ⓗኚ␗ࡀ᫂ࡢࡇࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ▱ぢࡣ㸪㑇ఏᏊไᚚࡂ࡞ࡘࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᥮ࡣࡃࡋࡶ࠼㒊ศ

ⓗ࡞ᨵኚࡀᙧែ㐍໬ࢆᘬࡁ㉳࠺࠸࡜ࡍࡇ௬ㄝࢆᨭᣢࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡓࡋ㸪ಶࡢࠎ㑇ఏᏊࡢᶵ

⬟ゎᯒࡣ࡛ࡅࡔࡽ࠿㸪Ⓨ⏕ࡿྖࢆ㑇ఏᏊไᚚ࡟࠺ࡼࡢ࡝࡚ࡋ࡜࣒ࢸࢫࢩࡀࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿኚ໬

 ࠋ࠸࡞ࡁ㆟ㄽ࡛࠿ࡢࡓࡋࡇ㉳ࡁᘬࢆᙧែ㐍໬࡚ࡋ

 

�඲యീࡢᙧែ㐍໬ࡢⴥࡓࡳࡽ࠿࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺ���

� ከ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉほᐹ࡛⏺↛⮬ࡀኚ໬ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㑇ఏᏊไᚚ࡞࠺ࡼࡢ࡝య㸪୍ࡣ࡛ࢀࡑ

ᵝ࡞ᙧࡢⴥࢆ㐍໬࠿࠺ࢁࡔࡢࡿࡏࡉ㸽ࡢࡇၥ㢟ゎỴ࡚࠸࠾࡟㸪㏆ᖺࡢḟୡ௦ࢆ࣮ࢧࣥࢣ࣮ࢩ

౑࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࡓࡗ㸦RNA-seq㸧ࡀ᭷ຠ࡛ࡿ࠶㸦Ichihashi and Sinha 2014, Ichihashi et al. 

2015㸧࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࠋゎᯒ࡛ࢻ࢖࣒࣡ࣀࢤࡾࡼ࡟㑇ఏᏊⓎ⌧ࢆࢱ࣮ࢹᚓ࡛࡜ࡇࡿ㸪Ⓨ

⾡ᢏࢢࣥࢩࣥࢣ࣮ࢩḟୡ௦࡟≉㸪ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍゎ⌮ࢆ㇟⌧࡞Ꮫⓗ≀⏕࡞㞧「ࡢ࡝࡞㇟⌧⏕

⏝㐺ࢆゎᯒ࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࡶ࡚࠸࠾࡟≀⏕ࣝࢹ㠀ࣔ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉゎㄞࡀ࣒ࣀࢤࡾࡼ࡟

ࡿ࠶ศ㔝୍࡛ࡢ㸪ᩘᏛ࡚࠼ຍࠋ㸦Wang et al. 2009㸧ࡿ࠶࡛࣮ࣝࢫࢡ࢖ࣞࣈ࡞ࡁ኱ࡣ࡜ࡇࡿࡁ࡛

ࢫࢩࢆ㛵ಀࡢ㑇ఏᏊࡢࠎ㸪ಶࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍᑟධ࡟ゎᯒ࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࢆㄽ⌮ࣇࣛࢢ

࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ᥎ᐃࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㑇ఏᏊไᚚࡕࢃ࡞ࡍ㸪ࡿࡍゎ⌮࡛࣒ࣝ࣋ࣞࢸ

 ࠋ㸦Marbach et al. 2012㸧ࡓࡗ

� ࡣࡽ⪅ⴭ࡛ࡇࡑ RNA-seq ㏆⦕✀㸦S. pennellii࡜ࢺ࣐ࢺ㸪࡚࠸⏝ࢆ ࡜ S. habrochaites㸧㛫ࡢⴥ
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࣮࣡ࢺࢵࢿ㑇ఏᏊไᚚࡓࡏࡉ㐍໬ࢆᙧࡢⴥ࡞㸪ከᵝ࠸⾜ࢆ㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗゎᯒ࡚࠸ࡘ࡟⏕Ⓨࡢ

ࢪ࣮ࢸࢫ⏕Ⓨࡢⴥࡿࡅ࠾࡟✀≀᳜ࡢࡽࢀࡇࠋ㸦Ichihashi et al. 2014㸧ࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆኚ໬ࡢୖࢡ

ࡢู RNA-seq ࡢ⏕Ⓨࡢⴥࡿࡅ࠾࡟✀ࢺ࣐ࢺ㸪ࡾࡼ࡟ゎᯒࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⌧ඹⓎࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹ

㑇ఏᏊไᚚࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿண ࢆヨࢫࢡࢵ࢕ࢸ࣐࢛ࣇࣥ࢖࢜࢖ࣂࠋࡓࡳゎᯒ࡟ຍ࡚࠼⏕໬Ꮫ

ᐇ㦂ࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝ㸪ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࿘⦕㒊ศ࡟ⴥࡢᙧࡢ」㞧ᛶࢆไᚚࡿࡍ PTS 㑇ఏᏊࡴྵࢆ

㑇ఏᏊࣔࡾ࠶ࡀ࣮ࣝࣗࢪ㸪࣮ࣝࣗࢪࣔࡢࡇෆ࡛ BOP ࡜ LSH ࡀ㉁」ྜయࢡࣃࣥࢱࡢ PTS Ⓨࡢ

㸪PTSࡋ᥋ไᚚ┤ࢆ⌧ ࡿࡍྜ➇ࡀ KNOX ࡣ࡛ࢺ࣐ࢺ㉁㸦ࢡࣃࣥࢱ LeT6㸧ࡢ㔞࡚ࡗࡼ࡟㸪ⴥ
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ࢵࢿ㑇ఏᏊไᚚࡢ⏕Ⓨࡢ㛫࡛ⴥ✀ࢺ࣐ࢺ࡚࠸⥆ࠋ㸦Kimura et al. 2008, Ichihashi et al. 2014㸧ࡓࡗ

࡚࠸⏝ࢆἲࣉࢵࣛࢺࢫࢺ࣮ࣈ㸪࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡋኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀࢡ࣮࣡ࢺ

࡚࠼ຍࠋࡓࡋ㛫࡛ẚ㍑✀ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿⓎ⏕ไᚚࡢⴥ࡛࡜ࡇࡿࡍゎᯒࢆィ㔞⤫ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

஺㞧ಶయ࡚࠸⏝ࢆ୧ぶ✀ࢆࣝࣞ࢔ࡢ༊ูࡓࡋ㑇ఏᏊⓎ⌧ゎᯒࡾࡼ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆ㸪Ⓨ⌧ࡢไᚚ

ᵝᘧࢆㄪࠋࡓ࡭௨ୖࡾࡼ㸪BOP ࡿࡍไᚚࢆ⌧Ⓨࡢ cis ᅉᏊୖࡢኚ␗ࡀ BOP-LSH-PTS 㑇ఏᏊࡢ

࡞኱つᶍ࡛ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㑇ఏᏊไᚚࡢ⏕Ⓨࡢ㸪✀㛫࡛ⴥࡵࡓࡓࡏࡉኚ໬ࢆ⌧Ⓨࡢ࣮ࣝࣗࢪࣔ

Ⓨ⌧ࡢኚ໬ࡀ㉳ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡁ♧၀ࡓࢀࡉ㸦Ichihashi et al. 2014㸧ࠋ 

� ࡿ࠶࡛⬟ྍࡀศᏊ㑇ఏᏛⓗゎᯒࡶ࡚࠸࠾࡟✀⦖㏆ࡢࡑ㸪ࢀࡉゎㄞࡀ࣒ࣀࢤ࡟࡛ࡍࡣࢺ࣐ࢺ

㸦Ranjan et al. 2012, Ichihashi and Sinha 2014㸧࡛ࡇࡑࠋᐇ㝿࡟ BOP-LSH-PTS ࣮ࣗࢪ㑇ఏᏊࣔࡢ

ࡓࡋࡇ㉳ࡁᘬࢆᙧែ㐍໬ࡀⓎ⌧ኚ໬ࡢࣝ

ࡢ㸪ୖὶᅉᏊࡵࡓࡿࡍド᳨࠿ BOP ࡜ LSH

㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ࢆ᧯సࡓࡋᙧ㉁㌿᥮యࢆゎ

ᯒ࡜ࡿࡍ㸪ࡢࡽࢀࡑ㑇ఏᏊࡢⓎ⌧㔞ࡼ࡟

ከᵝࡿࡅ࠾࡟✀⦖㏆ࡢࡑ࡜ࢺ࣐ࢺ㸪࡚ࡗ

 㸦Ichihashiࡓࢀࡉ⌧෌ࡀ㒊୍ࡢᙧ㉁ࡢⴥ࡞

et al. 2014㸧ࡢࡇࠋ⤖ᯝࡣ BOP-LSH-PTS ࡢ

㑇ఏᏊࣔࡀ࣮ࣝࣗࢪᘬࡁ㉳࣡ࢺࢵࢿࡍࡇ

ከࡢᙧࡢⴥࡀ࠼᭰ࡂ࡞ࡘ࡞኱つᶍࡢࢡ࣮

ᵝᛶࡳ⏕ࢆฟࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡓࡋ㸪௒ࡢ࡛ࡲ

㐍໬Ⓨ⏕Ꮫ࡛ᥦၐࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸪ࠕ㑇ఏᏊไ

ᚚࡿࡅ࠾࡟ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ኱つᶍࡂ࡞ࡘ࡞

௬࠺࠸࡜ࠖࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆᙧែ㐍໬ࡀ࠼᭰

ㄝࢆᐇ㦂࡛ࢱ࣮ࢹᨭᣢࡓࡋ㸦Peter and 

Davidson 2011㸧ࡓࡲࠋ⌮ㄽࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⏕

≀Ꮫⓗ▱ぢࡽ࠿㸪㑇ఏᏊไᚚ࣮࣡ࢺࢵࢿ

᪉ࡢ␗ኚࡢ⩌㑇ఏᏊࡿࡍ⨨఩࡟⦖࿘ࡢࢡ

ࡼ␗ኚࡢ⩌㑇ఏᏊࣈࣁࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡀ

ᅗ㸲ࡓࡳࡽ࠿ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ�ᙧែ㐍໬ࣝࢹࣔࡢ�

ୖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㸪㑇ఏᏊไᚚࡣ㑇ఏᏊࡢࢀࡒࢀࡑ

࠼⪄࡜࠺㐪ࡀᐤ୚ࡢ࡬ᙧែ㐍໬࡚ࡗࡼ࡟⨨఩ࡢ

�ࠋࡿࢀࡽ
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ࡢࡑ࡚ࡵึࡾࡼ࡟✲◊ࡢ㸦Vidal et al. 2011㸧㸪௒ᅇࡀࡓ࠸࡚ࢀࡉ࡜࠸ࡁ኱ࡀᐤ୚࡞㐍໬ⓗࡶࡾ

ண ࡀᐇ㦂ⓗ࡟ᨭᣢࠋࡓࢀࡉ๓㏙࡟࠺ࡼࡓࡋ㸪ᖜᗈ࡚࠸࠾࡟✀≀᳜࠸ KNOX 㑇ఏᏊࡢไᚚ࡟

 ,㸦Bharathan et al. 2002, Hay and Tsiantis 2010ࡣ࡜ࡇࡿࡍ㛵୚ࡋ㏉ࡾ⧞࡟ᙧែ㐍໬ࡀ␗ኚࡿࡅ࠾

Katayama et al. 2010, Piazza et al. 2010, Nakayama et al. 2012, Nakayama et al. 2014, Sicard et al. 

2014, Vlad et al. 2014㸧㸪KNOX 㑇ఏᏊࡀᙧࡸ఩⨨᝟ሗࢆไᚚ࡜࣮ࣝࣗࢪࣔࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡍ⣽

⬊ቑṪ࡟㛵୚ࢆ࣮ࣝࣗࢪࣔࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡍᶫΏ࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡵࡓࡿ࠶࡟ୖࢡࢵࢿࣝࢺ࣎ࡿࡍ

㸦ᅗ࠸ 4㸧ࠋ௒ᚋ࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺ࡞࠺ࡼࡢࡇゎᯒࢆ㥑౑ࡓࡋ㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗ◊✲ࡀ௚᳜ࡢ

 ࠋ࠺ࢁࡔࡃ࠸࡚ࢀࡉド᳨ࡀᛶ⯡୍ࡢ࢔ࢹ࢖࢔ࡢࡇ㸪ࡤࢀ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ⏝ᛂ࡟ᙧែ㐍໬ࡢ࡛≀

 

��࡟ࡾࢃ࠾���

� ௒ᚋ㸪᳜≀ࡢ㐍໬Ⓨ⏕Ꮫศ㔝࡛ࡣ㸪ࢫࣥࢣ࣮ࢩᢏ⾡ࡸ㑇ఏᏊ᧯సᢏ⾡ࡢ࡝࡞㐍Ṍࡵࡓࡢ㸪

࡞㸪኱つᶍࡤ࠼࡜ࡓࠋ࠸࡞ࡃ㞴࡟᝿ീࡣ࡜ࡇࡿ࡞࡟୺ὶࡀ✲◊࡞ࡁ኱ࡀ࣮ࣝࢣࢫヲ⣽࡛ࡾࡼ

RNA-seq ືࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㸦Kumar et al. 2012, Townsley et al. 2015㸧㸪ࡾࡼ࡟⾡ᢏࡿࡍ࡜⬟ྍࢆ

ⓗኚ໬ࢆ㏣ࡀ࡜ࡇ࠺ᐜ᫆ࠋࡿ࡞࡜ຍ࡚࠼㸪ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓ㐀ࢆẚ㍑࣐࢛ࣇࣥ࢖࢜࢖ࣂࡿࡍ

㑇ࠕࡃ࡞࡛ࣝ࣋㑇ఏᏊࣞࡢࠎ㸦Ideker and Krogan 2012, Fukushima 2013㸧㸪ಶࡾࡼ࡟ࢫࢡࢵ࢕ࢸ

ఏᏊ࡜㑇ఏᏊࡢ┦஫స⏝࡛ࣞࠖࣝ࣋ᙧែ㐍໬ࢆゎࡁ᫂࡟ࡽࡉࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ࠿ゎᯒࡽ࠿ᚓ

㸪CRISPR/Cas9࡚࠸ᇶ࡙࡟ᯝ⤖ࡓࢀࡽ ┦ࡢ㑇ఏᏊ㛫࡟ேᕤⓗ࡚ࡗ౑ࢆ⾡㞟ᢏ⦆࣒ࣀࢤࡢ࡝࡞

஫స⏝ࢆ᧯సࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ㸦Kumar and Jain 2015㸧㸪㑇ఏᏊไᚚࡢୖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿಶࡢࠎ┦

஫స⏝ࡢኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀᙧែ㐍໬࠿ࡢࡃࡘࡧ⤖࡟᫂ࠋࡿ࡞࡟࠿ࡽ 

� ࡸ༢㠃ⴥࡓࡋ㸪๓㏙ࡤ࠼࡜ࡓࠋ࠺ࢁࡔࡿࡀᗈ࡟ࡽࡉࡶ㇟㸪◊✲ᑐࡃ࡞࡛ࡅࡔᢏ⾡㐍Ṍࡓࡲ

௬ⴥᯞ࡟࠺ࡼࡢ㸪≉ᐃ࡟ࣉ࣮ࣝࢢࡣࡃࡋࡶ✀ࡢ≉␗ⓗ࡞᪂つᙧ㉁ࡢ㐍໬⌧㇟࡟ᑐ࡚ࡋ㸪ࡾࡼ

࡞ࢡ࣮ࢽࣘ࡝࡞྾ჾࡢ≀᳜⏕ᐤࡸᤕ⹸ⴥࡢ≀㣗⹸᳜࡟≉ࠋࡿࢀࡉண᝿࡜ࡿࢀࡽᚓࡀゎ⌮࠸῝

ᙧែ㐍໬࡚࠸ࡘ࡟㑇ఏᏊࡧࡼ࠾㑇ఏᏊไᚚ࡛ࣝ࣋ࣞࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⌮ゎ࡛ࡤࢀࡁ㸪࡞࠺ࡼࡢࡑ

ࢺࢵࢭ㑇ఏᏊࡿ࠸࡚ࡋಖᣢ࡟࡛ࡍࡣࡃࡋࡶ㸪࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡗᣢࢆ㑇ఏⓗ⫼ᬒ࡞ู≉࡟┿ࡀ≀᳜

ࡅ࠾࡟⤫⣔≀᳜ࡢࠎಶ࡟ࡽࡉࠋࡿ࡞࡟࠿ࡽ᫂࠿ࡢࡿ࠺ࡏࡉ㐍໬ࢆ᪂つᙧ㉁࡛࡜ࡇࡍᅇ࠸౑ࢆ

ࢳ࣮ࣟࣉ࢔㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗࡢ࡬཰ᩡ㐍໬ࡸ኱㐍໬ࡢ࡛ࣝ࣋ࣞࡓ࠼㉸ࢆ⤫㸪⣔ࡃ࡞࡛ࡅࡔ㐍໬ࡿ

 ࠋࡿࢀࡉ௒ᚋᮇᚅࡶ

� ᭱ᚋ࡞࠺ࡼࡢࡇ࡟㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗ◊✲ࡽ࠿ᚓࡓࢀࡽ▱ぢࡣ㸪ᇶ♏⛉Ꮫศ㔝ࡎࡽࡲ࡝࡜࡟㸪㎰

స≀ࡢ࡝࡞ᨵⰋ࡟㈉⊩ࡤ࠼࡜ࡓࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶ࠿ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㸪㐍໬ࡢ㐣⛬࡛㑅ᢥࡿࢀࡉ

㑇ఏⓗኚ␗ࡣ㸪༢࡟≉ᐃࡢᙧ㉁ࡀࡳࡢ⎔ቃ࡟㐺ᛂࡃࡽ࡙࠼⪄ࡣ࡜ࡓࡋ㸪௚ࡢᙧ㉁ࡿࡅ࠾࡟ไ

ᚚ⣔ࡓࢀ࡜ࡢࢫࣥࣛࣂ࡜㑇ఏᏊไᚚࡀ࣮ࣝࣗࢪࣔࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⮬↛⏺࡛㑅ᢥྍࡿࢀࡉ⬟ᛶࡀ

༑ศ࡛ࡇࡑࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡟㸪⫱✀࡚࠸࠾࡟㎰ᴗ฼⏝ୖ౯್ࡿ࠶㑇ఏⓗᙧ㉁ࡢࡿࡍ┠╔࡟ࡳࡢ

࡭ࡍᣦ┠ࢆࣥ࢖ࢨࢹᙧែ≀᳜࡞㡹ᙉࡾࡼ࡚ࡋ࡜࣒ࢸࢫࢩ㸪ࡓ࠼ࡲ㋃ࢆ㸪㐍໬ⓗ⫼ᬒࡃ࡞ࡣ࡛

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࡜ࡿࡁ࡛⫣㈉ࡀぢ▱ࡿࢀࡽᚓࡽ࠿✲◊㐍໬Ⓨ⏕Ꮫⓗ࡟ⓗ㐩ᡂ┠ࡢࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡁ
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